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１．本報告書は、2007 年 9 月 28 日に関西大学尚文館にて開催した国際シンポジウム「新発見「豊臣期
　　大坂図屛風」の魅力　―オーストリア・グラーツの古城と日本―」および、2007 年 9 月 29 日に大
　　阪産業創造館（大阪市中央区本町）にて開催した朝日・大学パートナーズシンポジウム「新発見「豊
　　臣期大坂図屛風」を読む」の記録集である。
２．講演録・パネルディスカッションについては、日本語訳のみを掲載した。
３．Peter  Pakesch 氏、Barbara Kaiser 氏、Franziska Ehmcke 氏の講演録については、「新発見「豊臣期大
　　坂図屛風」の魅力　―オーストリア・グラーツの古城と日本―」（9 月 28 日）の講演録である。
４．本報告書は、サントリー文化財団の研究助成によるものである。
５．本報告書の編集は内田吉哉（なにわ・大阪文化遺産学研究センター特別任用研究員）が担当した。
